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(57)【要約】
【課題】スペクトル合致度の高い擬似太陽光を照射する
ことのできる擬似太陽光照射装置を提供する。
【解決手段】擬似太陽光照射装置１００は、導光板１０
の照射面上であって、擬似太陽光が入射する導光板１０
の入射面の近傍に、透過率調整部材１３ａ，１３ｂを備
えている。透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、導光板１
０の照射面から出射される擬似太陽光の一部の波長域の
光の透過率を調整し、擬似太陽光のスペクトル合致度を
改善する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光を照射する第１の光源と、
　第１の光とは異なる分光分布を有する第２の光を照射する第２の光源と、
　第１の光の透過率を制御する第１の光学フィルタと、
　第２の光の透過率を制御する第２の光学フィルタと、
　第１の光学フィルタおよび第２の光学フィルタによって透過率が制御された第１の光お
よび第２の光が入射され、入射した第１の光および第２の光から選択された光を混合する
ことにより擬似太陽光を出射する光選択部と、
　上記光選択部から出射された擬似太陽光が入射する導光板と、
　上記導光板に入射した擬似太陽光を、上記導光板の照射面に取り出す光取り出し部とを
備えた擬似太陽光照射装置であって、
　上記光取り出し部よりも上記導光板の照射面側に配置され、上記照射面から出射される
擬似太陽光における一部の波長域の光の透過率を調整する透過率調整部材を備えることを
特徴とする擬似太陽光照射装置。
【請求項２】
　上記透過率調整部材は、上記光選択部で選択される境界波長を含む波長域、および、波
長９５０ｎｍを含む波長域の少なくとも一方の透過率を調整することを特徴とする請求項
１に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項３】
　上記透過率調整部材は、上記擬似太陽光が入射する導光板の入射面の近傍に設けられて
いることを特徴とする請求項１または２に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項４】
　第１の光および第２の光の少なくとも一方が所定の角度で光選択部に入射するように、
第１の光および第２の光の少なくとも一方の光の指向性を制御する指向性制御部を備える
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項５】
　上記指向性制御部は、
　第１の光および第２の光の少なくとも一方を光選択部に入射させ、入射面から出射面に
向かって断面積が徐々に増加するテーパ状導光部材と、
　第１の光および第２の光の少なくとも一方を上記テーパ状導光部材に入射させる集光素
子とからなることを特徴とする請求項４に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項６】
　上記導光板の照射面との対向面側に、上記対向面から出射された擬似太陽光を上記照射
面へ反射する反射体を備え、
　上記反射体は、上記透過率調整部材によって調整される波長域の反射率変化が５％以下
となっていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置
。
【請求項７】
　上記透過率調整部材は、異なる波長域の光の透過率を調整する複数の領域を有すること
を特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項８】
　上記透過率調整部材は、シリコーンシート上に設けられていることを特徴とする請求項
１～６のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項９】
　上記導光板の照射面に、上記透過率調整部材と、透過特性が一様な透明部材とが設けら
れていることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項１０】
　上記導光板は、複数の導光体に分割されており、
　上記透過率調整部材は、各導光体に設けられていることを特徴とする請求項１～９のい



(3) JP 2012-202976 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

ずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、擬似太陽光を照射する擬似太陽光照射装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　太陽電池は、クリーンなエネルギー源としての重要性が認められ、その需要が高まりつ
つある。太陽電池の利用分野は、大型機器類のパワーエネルギー源から、精密な電子機器
類の小型電源まで、多岐に渡っている。太陽電池が様々な分野で広く利用されるには、太
陽電池の特性、とりわけ出力特性が正確に測定されなければならない。出力特性が正確に
測定されなければ、太陽電池を使用する側においても様々な不都合が予測される。従って
、太陽電池の検査、測定、および実験に利用可能な、高精度の擬似太陽光を大面積に照射
できる技術が特に求められている。
【０００３】
　そこで、近年では、擬似太陽光を照射できる装置として、擬似太陽光照射装置が開発さ
れている。擬似太陽光照射装置は、一般的に、パネル状の太陽電池の受光面に均一な照度
の人工光（擬似太陽光）を照射して、太陽電池の出力特性等を測定するために使用される
。
【０００４】
　擬似太陽光に求められる主要な要素は、擬似太陽光の発光スペクトルを基準太陽光（日
本工業規格により制定：ＪＩＳ　Ｃ８９４１）に近づけることである。言い換えれば、擬
似太陽光照射装置は、擬似太陽光のスペクトルの基準太陽光への近接度を示すスペクトル
合致度が高いことが、特に要求される。しかしながら、擬似太陽光照射装置に設置される
光源ランプは、点または線とみなされる形態（点状光源または線状光源）である。このた
め、太陽電池における面状の受光面全面（または全域）に対して均一照度で、擬似太陽光
を照射することが極めて困難であるという問題がある。
【０００５】
　そこで、擬似太陽光照射装置の照度ムラを調整する技術が、特許文献１および２に開示
されている。
【０００６】
　特許文献１には、隣接する個々の室に、ハロゲンランプとキセノンランプとを設置した
擬似太陽光照射装置（ソーラーシュミレータ）が開示されている。具体的には、この擬似
太陽光照射装置は、各ランプの上方開放部に専用の光学フィルタを備えている。これによ
り、太陽電池の受光面に対して、下方からランプの点灯による擬似太陽光が照射される。
さらに、この擬似太陽光照射装置は、各ランプが設置された室内部に、反射板が設けられ
ている。これにより、ランプの照度ムラを調整することができる。
【０００７】
　一方、特許文献２には、太陽電池の受光面を仮想分割した各区画に対して、光量調整部
材が配置された擬似太陽光照射装置（ソーラーシュミレータ）が開示されている。具体的
には、この擬似太陽光照射装置は、遮光率が異なる３種類の光量調整部材を備えている。
この光量調整部材の遮光率は、太陽電池の受光面における最も暗い区画の照度を基準にし
て、他の区画の照度が最も暗い区画の基準照度に揃うように設定されている。これにより
、光源による照度を受光面の区画ごとにほぼ均一化することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－０４８７０４号公報（公開日：２００２年２月１５日）
【特許文献２】特開２００６－２１６６１９号公報（公開日：２００６年８月１７日）
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、従来の擬似太陽光照射装置は、スペクトル合致度が低いという問題がある。
【００１０】
　具体的には、特許文献１の擬似太陽光照射装置は、キセノン光を発するランプとハロゲ
ン光を発するランプとが異なる場所に配置された構成である。このため、例えば、各ラン
プから光の進行方向によって、キセノン光とハロゲン光との混合の度合いが少しずつ異な
ってしまう。その結果、照射部位によって、擬似太陽光の照射スペクトルが異なるという
現象が生じる。従って、照射面全体で、スペクトルの合致度を一様にするのが困難である
。それゆえ、スペクトル合致度が高い擬似太陽光照射装置を構成することができない。
【００１１】
　また、特許文献２には、仮想分割された受光面の各区画に対して、光量調整部材を単純
に設けることが開示されているにすぎない。しかし、透過率の異なる光量調整部材を設け
た場合に生じるスペクトル分布への影響については、一切触れられていない。つまり、実
際には、特許文献２の擬似太陽光照射装置は、各区画において、種々の波長域ごとの透過
率が変化してしまう。このため、スペクトル合致後の高い擬似太陽光を照射することがで
きない。このように、特許文献２の擬似太陽光照射装置は、波長域ごとに透過率を管理し
て透過率を調整する必要のあるスペクトル合致度を高めることには対応できていない。
【００１２】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、スペクトル合
致度の高い擬似太陽光を照射することのできる擬似太陽光照射装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置は、上記の課題を解決するために、第１の光を照射す
る第１の光源と、
　第１の光とは異なる分光分布を有する第２の光を照射する第２の光源と、
　第１の光の透過率を制御する第１の光学フィルタと、
　第２の光の透過率を制御する第２の光学フィルタと、
　第１の光学フィルタおよび第２の光学フィルタによって透過率が制御された第１の光お
よび第２の光が入射され、入射した第１の光および第２の光から選択された光を混合する
ことにより擬似太陽光を出射する光選択部と、
　上記光選択部から出射された擬似太陽光が入射する導光板と、
　上記導光板に入射した擬似太陽光を、上記導光板の照射面に取り出す光取り出し部とを
備えた擬似太陽光照射装置であって、
　上記光取り出し部よりも上記導光板の照射面側に配置され、上記照射面から出射される
擬似太陽光における一部の波長域の光の透過率を調整する透過率調整部材を備えることを
特徴とする擬似太陽光照射装置。
【００１４】
　上記の発明によれば、第１の光源から出射された第１の光が、第１の光学フィルタに入
射すると、第１の光学フィルタによって第１の光の透過率が制御される。同様に、第２の
光源から出射された第２の光が、第２の光学フィルタに入射すると、第１の光学フィルタ
によって第１の光の透過率が制御される。そして、第１の光学フィルタおよび第２の光学
フィルタによって透過率が制御された光が、光選択部に入射する。これにより、第１の光
学フィルタ、第２の光学フィルタ、および光選択部によって、第１の光および第２の光の
発光スペクトルが調整される。その結果、基準太陽光の発光スペクトルに近似した擬似太
陽光が、光選択部から出射される。従って、スペクトル合致度の高い擬似太陽光が、導光
板に入射する。
【００１５】
　さらに、上記の発明によれば、導光板の照射面側に配置された透過率調整部材が、導光
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板の照射面から出射される擬似太陽光の一部の波長域の光の透過率を調整する。これによ
り、擬似太陽光のスペクトル合致度が、透過率調整部材によって改善される。従って、ス
ペクトル合致度の高い擬似太陽光を照射することのできる擬似太陽光照射装置を提供する
ことができる。
【００１６】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記透過率調整部材は、上記光選択部で選択さ
れる境界波長を含む波長域、および、波長９５０ｎｍを含む波長域の少なくとも一方の透
過率を調整することが好ましい。
【００１７】
　上記の構成によれば、透過率調整部材が、スペクトル合致度がずれやすい波長域の光透
過率を調整する。これにより、特に低下しやすい波長領域のスペクトル合致度を改善する
ことができる。
【００１８】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記透過率調整部材は、上記擬似太陽光が入射
する導光板の入射面の近傍に設けられていることが好ましい。
【００１９】
　上記の発明によれば、透過率調整部材が、透過率が変化しやすく、スペクトル合致度が
低下しやすい導光板の入射面の近傍に配置されている。これにより、導光板の入射面（導
入端）におけるスペクトル合致度の低下を防ぐことができる。
【００２０】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、第１の光および第２の光の少なくとも一方が所
定の角度で光選択部に入射するように、第１の光および第２の光の少なくとも一方の光の
指向性を制御する指向性制御部を備えることが好ましい。
【００２１】
　上記の発明によれば、指向性制御部が、第１の光および第２の光の少なくとも一方の指
向性を制御する。これにより、指向性が制御された光が、所定の角度で光選択部に入射す
る。このため、第１の光または第２の光が、光選択部に到達するまでに、損失することが
ない。さらに、指向性制御部によって光の指向性が揃うため、基準太陽光のスペクトル分
布に近い擬似太陽光を生成することが可能となる。従って、基準太陽光により近い照度（
光量）および発光スペクトルの擬似太陽光を、被照射体に照射することができる。
【００２２】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記指向性制御部は、第１の光および第２の光
の少なくとも一方を光選択部に入射させ、入射面から出射面に向かって断面積が徐々に増
加するテーパ状導光部材と、第１の光および第２の光の少なくとも一方を上記テーパ状導
光部材に入射させる集光素子とからなることが好ましい。
【００２３】
　上記の発明によれば、集光部材が、第１の光および第２の光の少なくとも一方の光をテ
ーパ状導光部材に入射させる。さらに、第１の光および第２の光の少なくとも一方の光が
、テーパ状導光部材に入射すると、テーパ状導光部材の側面で複数回反射するうちに、指
向性（放射角）が改善される。これにより、指向性が揃った（放射角が制御された）光が
、テーパ状導光部材の出射面から出射される。従って、光の指向性をより向上することが
できる。
【００２４】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記導光板の照射面との対向面側に、上記対向
面から出射された擬似太陽光を上記照射面へ反射する反射体を備え、
　上記反射体は、上記透過率調整部材によって調整される波長域の反射率変化が５％以下
となっていることが好ましい。
【００２５】
　上記の発明によれば、反射体が、導光板の照射面との対向面から出射された擬似太陽光
を照射面へ反射する。このため、擬似太陽光が損失せずに、照射面から出射される。しか
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も、反射体の波長依存性は低くなっている。従って、反射体を設けた場合であっても、ス
ペクトル合致度の高い擬似太陽光を照射することができる。
【００２６】
　なお、例えば、反射体に波長依存性の低いＳｉＯ２等をコートすれば、上記反射率変化
を５％以下とすることができる。
【００２７】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記透過率調整部材は、異なる波長域の光の透
過率を調整する複数の領域を有することが好ましい。
【００２８】
　上記の発明によれば、透過率調整部材に、調整波長範囲の異なる複数の領域が形成され
ている。これにより、より適切に透過率を調整することができる。従って、スペクトル合
致度がより一層高めることができる。
【００２９】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記透過率調整部材は、シリコーンシート上に
設けられていることが好ましい。
【００３０】
　上記の発明によれば、透過率調整部材が、透過特性の波長依存性の低いシリコーンシー
ト上に配置されている。また、シリコーンシートの表面は粘着性を有している。従って、
透過率調整部材の透過特性（透過率調整）を損なうことなく、透過率調整部材を簡便に設
置することができる。
【００３１】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記導光板の照射面に、上記透過率調整部材と
、透過特性が一様な透明部材とが設けられていることが好ましい。
【００３２】
　上記の発明によれば、透過率調整部材が、導光板の照射面上に設けられており、透過率
調整部材が設けられていない照射面上に透明部材が設けられている。これにより、透過率
調整部材による擬似太陽光の照度の低下を抑制することができる。従って、擬似太陽光の
照度ムラを低減することができる。
【００３３】
　本発明に係る擬似太陽光照射装置では、上記導光板は、複数の導光体に分割されており
、上記透過率調整部材は、各導光体に設けられていることが好ましい。
【００３４】
　上記の発明によれば、導光板が複数の導光体に分割され、各導光体に透過率調整部材が
設けられている。これにより、各導光体からスペクトル合致度の高い擬似太陽光が照射さ
れる。従って、スペクトル合致度の高い擬似太陽光を、大面積に照射することができる。
【発明の効果】
【００３５】
　以上のように、本発明に係る擬似太陽光照射装置は、上記光取り出し部よりも上記導光
板の照射面側に配置され、上記照射面から出射される擬似太陽光における一部の波長域の
光の透過率を調整する透過率調整部材を備える構成である。それゆえ、従って、スペクト
ル合致度の高い擬似太陽光を照射することのできる擬似太陽光照射装置を提供することが
できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態に係る擬似太陽光照射装置の要部構成を示す側面図である。
【図２】図１の擬似太陽光照射装置における光導入部の一部を示す図である。
【図３】図１の擬似太陽光照射装置における光学フィルタの構成例を示す図である。
【図４】基準太陽光のスペクトルを示すグラフである。
【図５】図１の擬似太陽光照射装置におけるプリズムシートおよび透過率調整部材の配置
状態を示す図である。
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【図６】図１の擬似太陽光照射装置における透過率調整部材の具体例を示す上面図である
。
【図７】（ａ）および（ｂ）は、図６の透過率調整部材の構成を示す断面図である。
【図８】本発明の別の一実施形態に係る擬似太陽光照射装置の要部構成を示す図である。
【図９】図８の擬似太陽光照射装置に設けられた透明部材の配置状態を示す図である。
【図１０】本発明のさらに別の一実施形態に係る擬似太陽光照射装置の要部構成を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　（擬似太陽光照射装置１００の構成）
　以下、本発明の一実施形態について図面に基づいて説明する。図１は、本発明の実施の
形態に係る擬似太陽光照射装置１００の概略構成を示す図である。
【００３８】
　擬似太陽光照射装置１００は、導光板１０と、光導入部２０，２０ａと、光取り出し部
１１と、プリズムシート１２と、透過率調整部材１３ａ・１３ｂと、保護板１４とを備え
ている。擬似太陽光照射装置１００は、導光板１０の照射面（上面）から擬似太陽光（図
中矢印）を、太陽電池等の被照射体に出射する。以下、擬似太陽光照射装置１００につい
て詳細に説明する。なお、以下の説明では、導光板１０の照射面側を上方、照射面と逆側
（裏側）を下方とする。
【００３９】
　導光板１０は、互いに対向して配置された光導入部２０，２０ａの間に設けられている
。導光板１０は、光導入部２０，２０ａから導光板１０の両側面に照射される擬似太陽光
を、導光板１０の照射面（上面）から照射する。
【００４０】
　光取り出し部１１は、導光板１０の下面（裏面）に形成されている。光取り出し部１１
は、光導入部２０，２０ａから出射された擬似太陽光を、導光板１０の照射面に取り出す
。具体的には、光導入部２０，２０ａから導光板１０に入射した光（擬似太陽光）は、導
光板１０内部を伝搬する。このとき、光取り出し部１１に当たった光は、導光板１０の照
射面へ出射される。これにより、より広い面積の照射面から、均一に擬似太陽光を照射す
ることが可能となる。なお、光取り出し部１１は、例えば、散乱体から形成することがで
き、導光板１０内部の擬似太陽光を散乱させて、照射面へ導くことができる。また、散乱
体のパターンを変更すれば、擬似太陽光の照度ムラを調整することもできる。これにより
、照度ムラが低減された均一な擬似太陽光を照射することができる。
【００４１】
　プリズムシート１２、透過率調整部材１３ａ・１３ｂ、保護板１４は、導光板１０の照
射面側に、この順で配置されている。プリズムシート１２は、光の屈折効果により、導光
板１０の照射面に対して垂直な照射光の成分を多く作り出す。すなわち、プリズムシート
１２は、光取り出し部１１によって導光板１０から取り出された光を、導光板１０の照射
面に対して垂直な方向に屈折させるための部材である。透過率調整部材１３ａ・１３ｂは
、導光板１０の照射面から照射される擬似太陽光における一部の波長域の光透過率を変化
させる。透過率調整部材１３ａ・１３ｂの詳細については、後述する。保護板１４は、導
光板１０の照射面を覆い、導光板１０を保護する。
【００４２】
　光導入部２０，２０ａは、導光板１０の両側面に配置されている。擬似太陽光照射装置
１００では、光導入部２０，２０ａが、導光板１０の両端に擬似太陽光を出射する。この
ため、より多くの光量（照度）の擬似太陽光を、照射面から出射することが可能となる。
ただし、光導入部２０，２０ａは、導光板１０の両端に設ける必要はなく、導光板１０の
一方の端部にのみ設けられていてもよい。つまり、擬似太陽光照射装置１００は、光導入
部２０ａを備えていなくてもよい。なお、光導入部２０ａの光学部品構成は、光導入部２
０の構成と同一である。
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【００４３】
　具体的には、光導入部２０は、キセノン光源（キセノンランプ）１（第１の光源）、楕
円ミラー２（第１の集光素子；指向性制御部）、テーパカプラ３（テーパ状導光部材；指
向性制御部）、ハロゲン光源（ハロゲンランプ）４（第２の光源）、楕円ミラー５（第２
の集光素子）、テーパカプラ６（テーパ状導光部材；指向性制御部）、波長混合フィルタ
７（光選択部）、光学フィルタ８，９、反射板１５ａ，１５ｂ，１６ａ，１６ｂ（指向性
制御部）から構成されている。
【００４４】
　光導入部２０は、キセノン光源１およびハロゲン光源４からそれぞれ出射された光を波
長混合フィルタ７で混合することにより擬似太陽光を生成し、擬似太陽光を導光板１０の
端面（入射面）に照射する。
【００４５】
　具体的には、キセノン光源１およびハロゲン光源４は、擬似太陽光照射装置１００に設
けられた、光源である。キセノン光源１およびハロゲン光源４は、擬似太陽光を生成する
ために必要な分光分布（スペクトル分布）を有する光を照射する。キセノン光源１および
ハロゲン光源４から照射される光は、互いに異なる分光分布を有している。キセノン光源
１は、擬似太陽光に必要な短波長成分の光を多く照射する。一方、ハロゲン光源４は、擬
似太陽光に必要な長波長成分の光を多く照射する。
【００４６】
　キセノン光源１およびハロゲン光源４は、テーパカプラ３，６への出射方向以外が、楕
円ミラー（反射部材）２，５に包囲されている。これにより、キセノン光源１およびハロ
ゲン光源４から出射されるテーパカプラ３，６に向かわない光が、楕円ミラー２，５で反
射し、テーパカプラ３，６に向かって出射する。つまり、楕円ミラー２，５は、各光源か
ら出力された光を集めて出射させる。その結果、キセノン光源１およびハロゲン光源４か
ら直接出射される光、および、楕円ミラー２，５により反射された光が、テーパカプラ３
，６に向かって出射される。従って、キセノン光源１およびハロゲン光源４からの出力光
が有効に利用される。
【００４７】
　テーパカプラ３，６は、光導入部２０に設けられた光学素子である。テーパカプラ３は
、キセノン光源１と波長混合フィルタ７との間に設けられている。テーパカプラ６は、ハ
ロゲン光源４と波長混合フィルタ７との間に設けられている。テーパカプラ３，６の一方
の端部は、キセノン光源１またはハロゲン光源４と近接して配置され、他方の端部は波長
混合フィルタ７に近接して配置されている。テーパカプラ３，６は、テーパカプラ３から
出射される光（キセノン光源１からの光）の出射方向と、テーパカプラ６から出射される
光（ハロゲン光源４からの光）の出射方向との成す角が、９０°になるように配置されて
いる。
【００４８】
　光導入部２０は、擬似太陽光の発光スペクトルを基準太陽光の発光スペクトルに近似さ
せるために、光学フィルタ８，９を備えている。光学フィルタ８，９は、キセノン光源１
およびハロゲン光源４（テーパカプラ３，６）から出射された光のスペクトルを調整（透
過率を制御）する光学素子である。光学フィルタ８，９は、通常エアマスフィルタ（スペ
クトル調整フィルタ）と称される。
【００４９】
　具体的には、光学フィルタ８は、キセノン光源１に対応するテーパカプラ３の出射面に
近接して設けられている。光学フィルタ８は、テーパカプラ３から出射されるキセノン光
のスペクトル分布を調整する。同様に、光学フィルタ９は、ハロゲン光源４に対応するテ
ーパカプラ６の出射面に近接して設けられている。光学フィルタ９は、テーパカプラ６か
ら出射されるハロゲン光のスペクトル分布を調整する。これにより、光学フィルタ８，９
によりスペクトル調整された光が、波長混合フィルタ７に入射する。
【００５０】
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　波長混合フィルタ７は、波長選択の機能を有する。つまり、波長混合フィルタ７は、キ
セノン光源１およびハロゲン光源４から放射される光から擬似太陽光に必要な光を選択（
抽出）すると共に、選択された光を混合して擬似太陽光を合成する。具体的には、波長混
合フィルタ７は、所定波長未満（所定波長よりも短波長側）の光を反射する一方、所定波
長以上（所定波長よりも長波長側）の光を透過する。言い換えれば、波長混合フィルタ７
は、擬似太陽光に必要な長波長側の光を透過する一方、短波長側の光を反射する機能を有
する。そして、長波長側の光と短波長側の光とを混合して擬似太陽光を合成する。
【００５１】
　具体的には、波長混合フィルタ７には、キセノン光源１からの出力光（第１の光）およ
びハロゲン光源４からの出力光（第２の光）が入射する。そして、入射した各出力光から
必要な成分（スペクトル）の光を選択し、その選択した光を混合することにより、擬似太
陽光を合成する。
【００５２】
　より詳細には、キセノン光源１からの出力光は、擬似太陽光に必要な短波長側の成分を
多く含む。一方、ハロゲン光源４からの出力光は、擬似太陽光に必要な長波長側の成分を
多く含む。波長混合フィルタ７は、６００～８００ｎｍの範囲で境界波長が設定されてお
り、この境界波長未満の光を反射する一方、境界波長以上の光を透過する。つまり、キセ
ノン光源１からの出力光のうち、境界波長未満の光（短波長側の成分の光）のみが、波長
混合フィルタ７により反射する。一方、ハロゲン光源４からの出力光のうち、境界波長以
上の光（長波長側の成分の光）のみが、波長混合フィルタ７により透過する。
【００５３】
　例えば、キセノン光源１の光を波長７００ｎｍ未満で使用し、７００ｎｍ以上の波長の
光をハロゲン光源４の光で使用するとする。この場合、波長混合フィルタ７の反射と透過
の境界波長は波長７００ｎｍである。つまり、波長混合フィルタ７は、波長７００ｎｍよ
り短波長の光を反射させ、７００ｎｍ以上の長波長の光を透過する特性を持っている。こ
れにより、擬似太陽光に必要な波長の光のみが、波長混合フィルタ７により選択される。
そして、選択された光が合成され、擬似太陽光として出射される。なお、波長混合フィル
タ７が反射または透過させる光の境界波長は、任意に設定すればよい。さらに、波長混合
フィルタ７は、波長依存性のある鏡やフィルタを用いることができる。例えば、コールド
ミラー、ホットミラーなどを用いることができる。
【００５４】
　このように、波長混合フィルタ７は、キセノン光源１の出力光に含まれる擬似太陽光の
合成に必要な短波長成分の光と、ハロゲン光源４の出力光に含まれる擬似太陽光の合成に
必要な長波長成分の光とを抽出して、擬似太陽光を生成する。この際に、スペクトル制御
されていないキセノン光源１の長波長成分の光が除かれ、同様に、スペクトル制御されて
いないハロゲン光源２の短波長成分の光が除かれることになる。
【００５５】
　従って、擬似太陽光の発光スペクトルを基準太陽光の発光スペクトルにより近似させる
ことが可能となる。
【００５６】
　反射板１６ａ，１６ｂは、楕円ミラー２に装着されている。反射板１５ａ，１５ｂは、
楕円ミラー２に装着されている。反射板１６ａ，１６ｂは、テーパカプラ３の入射面を包
囲している。同様に、反射板１５ａ，１５ｂは、テーパカプラ６の入射面を包囲している
。これにより、キセノン光源１およびハロゲン光源４からテーパカプラ３，６に向かって
出射され入射面に入射されなかった光が、反射板１５ａ，１５ｂ，１６ａ，１６ｂで反射
する。反射した光は、楕円ミラー２，５で反射し、再度テーパカプラ３，６に向かって出
射する。つまり、反射板１５ａ，１５ｂ，１６ａ，１６ｂは、各光源から出力された光を
集めて出射させる。その結果、キセノン光源１およびハロゲン光源４から直接出射される
光、および、反射板１５ａ，１５ｂ，１６ａ，１６ｂおよび楕円ミラー２，５により反射
された光が、テーパカプラ３，６に向かって出射される。従って、キセノン光源１および
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ハロゲン光源４からの出力光が有効に利用される。
【００５７】
　（擬似太陽光照射装置１００の指向性）
　キセノン光源１およびハロゲン光源４は無指向性の光源であるため、各光源の出力光は
、拡がりを持った拡散光となる。このため、各光源の出力光が、所定の角度で波長混合フ
ィルタ７に入射するように、各光源の出力光の指向性を制御することが好ましい。
【００５８】
　擬似太陽光照射装置１００において、キセノン光源１から出射された光は、楕円ミラー
２によって、放射指向性が制御される。さらに、キセノン光源１から出射された光は、テ
ーパカプラ３によっても、放射指向性が制御される。指向性が制御された光は、発光スペ
クトルを調整する光学フィルタ８を透過した後、波長混合フィルタ７に入射する。波長混
合フィルタ７に入射した光のうち、境界波長未満（所定波長よりも短波長側）の光は、波
長混合フィルタ７で反射する。
【００５９】
　一方、ハロゲン光源４から出射された光は、楕円ミラー５によって、放射指向性が制御
される。さらに、ハロゲン光源４から出射された光は、テーパカプラ６によっても放射指
向性が制御される。指向性が制御された光は、発光スペクトルを調整する光学フィルタ８
を透過した後、波長混合フィルタ７に入射する。波長混合フィルタ７に入射した光のうち
、境界波長以上（所定波長よりも長波長側）の光は、波長混合フィルタ７を透過する。
【００６０】
　波長混合フィルタ７は、キセノン光源１から出射され指向性を制御された光と、ハロゲ
ン光源から出射され指向性を制御された光とを混合する。擬似太陽光照射装置１００では
、キセノン光源１とハロゲン光源４とを用いている。キセノン光源１の短波長側の放射照
度は、基準太陽光（ＪＩＳ規格により制定）の放射照度特性に比較的近く、ハロゲン光源
４の赤外光領域（主に７００ｎｍ～１１００ｎｍ）での放射照度は、ほぼ一定に近い。こ
のため、キセノン光源１とハロゲン光源４とを用いることにより、スペクトル合致度を高
める（ＪＩＳ規格のＭＳ級まで）することが可能となる。しかも、波長混合フィルタ７を
透過または反射し導光板に１０に向かう光は、光学フィルタ８、９によってスペクトル合
致度が高められている。つまり、スペクトル分布が基準太陽光に近く、その基準太陽光と
のずれを示すスペクトル合致度が±５％近くになるまでの一致を達成している。従って、
導光板１０には、スペクトル合致度の高い擬似太陽光が入射する。これにより、導光板１
０からスペクトル合致度が良い光を照射することができる。
【００６１】
　なお、擬似太陽光照射装置１００では、擬似太陽光を得るための光源として、キセノン
光源１およびハロゲン光源４を用いた。しかし、光源の種類および光源の組み合わせはこ
れらに限定されるものではなく、基準太陽光の発光スペクトルと近似または同一となるよ
うに、任意に選択することができる。例えば、キセノン光源１およびハロゲン光源４の代
わりに、棒状光源等を用いてもよい。
【００６２】
　また、擬似太陽光照射装置１００では、楕円ミラー２，５には、反射板１５ａ，１５ｂ
，１６ａ，１６ｂが装着されている。このため、テーパカプラ３，６に入射しなかった光
が、反射板１５ａ，１５ｂ，１６ａ，１６ｂによって反射された後、楕円ミラー２，５で
再度反射され、テーパカプラ３，６に入射する。これにより、キセノン光源１およびハロ
ゲン光源４からの出力光が有効に利用される。従って、指向性の高い光を選択的に取り出
すことができる。
【００６３】
　ここで、図２は、擬似太陽光照射装置１００における光導入部２０の一部を示す図であ
る。つまり、図２は、光導入部２０を図１のＺ方向からみた上面図である。
【００６４】
　図２のように、擬似太陽光照射装置１００におけるテーパカプラ６は、対向する１対の
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面が、テーパ形状（台形形状）になっている。テーパカプラ３も同一形状である。すなわ
ち、テーパカプラ３，６の入射面から出射面に向かって、テーパカプラ３，６の幅（断面
積）が徐々に増加する。このような構造によって、キセノン光源１およびハロゲン光源４
から出力された光は、テーパカプラ３，６の側面で複数回反射するうちに、指向性（放射
角）が改善される。これにより、指向性が揃った（放射角が制御された）光が、テーパカ
プラ３，６の出射面から出射される。なお、テーパカプラ３，６から出射される光の放射
角は、テーパカプラ３，６の側面の傾斜角と、テーパカプラ３，６における光の進行方向
の長さとによって制御される。
【００６５】
　また、テーパカプラ３，６を用いれば、キセノン光源１およびハロゲン光源４から出力
された光はすべて、テーパカプラ３，６を伝搬する。また、キセノン光源１およびハロゲ
ン光源４から出力された光の進行方向（指向性）を揃えると共に、揃えた光を低損失で波
長混合フィルタ７に入射させることができる。テーパカプラ３，６は、例えば、石英など
から構成することができる。
【００６６】
　テーパカプラ３，６によって、光の指向性を揃える利点は、光学フィルタ８、９の構造
と関係する。具体的には、光学フィルタ８，９は、複数の薄膜が積層された構造になって
いる。このため、光学フィルタ８，９への入射角が光学フィルタへの垂直入射よりずれ方
が大きいほど、透過率特性も変化してしまう。つまり、光学フィルタ８、９に指向性の悪
い光が入射すると、基準太陽光のスペクトル分布と乖離したスペクトル分布を有する擬似
太陽光を生成してしまう。しかし、テーパカプラ３，６によって、光の指向性を揃えれば
、基準太陽光のスペクトル分布に近い擬似太陽光を生成することが可能となる。
【００６７】
　同様に、波長混合フィルタ７も、複数の薄膜が積層された構造になっている。このため
、波長混合フィルタ７への入射角の違いにより、透過率特性または反射率特性も変化して
しまう。つまり、波長混合フィルタ７に指向性の悪い光が入射すると、基準太陽光のスペ
クトル分布と乖離したスペクトル分布を有する擬似太陽光を生成してしまう。しかし、テ
ーパカプラ３，６によって、光の指向性を揃えることで、波長混合フィルタ７での、透過
特性、反射特性の変化が抑制され、基準太陽光のスペクトル分布に近い擬似太陽光を生成
することが可能となる。
【００６８】
　このように、擬似太陽光照射装置１００は、テーパカプラ３，６を備えるため、キセノ
ン光およびハロゲン光が所定の角度で光学フィルタ８，９や波長混合フィルタ７に入射す
るように、光の指向性が制御される。このため、キセノン光およびハロゲン光の光量が、
波長混合フィルタ７に到達するまでに、損失が抑制される。さらに、テーパカプラ３，６
によって光の指向性が揃うため、基準太陽光のスペクトル分布に近い擬似太陽光を生成す
ることが可能となる。従って、基準太陽光により近い照度（光量）および発光スペクトル
の擬似太陽光を、被照射体に照射することができる。なお、テーパカプラ３，６の一方の
みでも、キセノン光またはハロゲン光の指向性を制御し、所定の角度で波長混合フィルタ
７に入射できる。
【００６９】
　テーパカプラ３，６による指向性の制御は、テーパカプラ３，６の内部に光を伝搬させ
ることによって、最大の放射角が３０°以下にとなるように光制御することが好ましい。
これにより、テーパカプラ３，６の内部の光は、入射端から出射端に向かう中で、指向性
が０°（つまりテーパカプラ３，６の出射面に対して垂直）で出射される成分の割合が増
える。同様に、楕円ミラー２，５も、キセノン光源１およびハロゲン光源４の光を集光す
る際に、光の伝搬方向をテーパカプラ３，６への入射端への垂直入射（０°入射）に対し
て放射角が３０°以下になるように集光されるように設定することが好ましい。
【００７０】
　（擬似太陽光照射装置１００の特徴点）
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　擬似太陽光照射装置１００では、波長混合フィルタ７から出射される擬似太陽光を導光
板１０に導入する際には、一つの問題がある。具体的には、導光板１０に入射される擬似
太陽光のうち、指向性が悪い光（放射角が３０°に近い光）は、導光板１０に光が入った
後、導光板１０内部を伝搬するための導光板１０内部の伝搬角がずれた際に、導光板１０
内を光が伝搬するための全反射条件を満たさなくなる成分が多くなる。その結果、導光板
１０から光が出て行きやすくなる。また、波長混合フィルタ７は、放射角が３０°に近い
光ほど、波長７００ｎｍで光を反射、透過する際の透過率が設計値より変化しやすい傾向
にある。このため、波長混合フィルタ７における波長６５０ｎｍ～７５０ｎｍの光の実際
の透過率が、設計した透過率よりも高くなったり、低くなったりする。このような透過率
のずれは、波長混合フィルタ７の膜構造の作製誤差が影響する。
その結果、導光板１０の入射面近傍において導光板１０の照射面から照射される擬似太陽
光（導光板１０外へ出て行く光）は、透過率制御が設計よりもずれた光の割合が多くなる
。擬似太陽光照射装置１００では、特に波長６５０ｎｍ～７５０ｎｍの光の透過率が、設
計値よりずれやすい。このため、スペクトルの基準太陽光への近接度を示すスペクトル合
致度が、導光板１０の中央で良好な値を示していても、導光板１０の入射面（入射端）近
傍では、悪化することになる。
【００７１】
　そこで、この問題点を解消するため、擬似太陽光照射装置１００は、透過率調整部材１
３ａ，１３ｂを備えている。透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、光取り出し部１１よりも
導光板１０の照射面側に配置されている。さらに、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、こ
の照射面から出射される擬似太陽光における一部の波長域の光の透過率を調整する。これ
により、擬似太陽光のスペクトル合致度が、透過率調整部材によって改善される。従って
、スペクトル合致度の高い擬似太陽光を照射することができる。
【００７２】
　透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、光取り出し部１１よりも導光板１０の照射面側に配
置されていればよい。しかし、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、透過率（透過率特性）
が変化しやすく、スペクトル合致度が低下しやすい導光板１０の入射面の近傍に配置され
ていることが好ましい。例えば、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、導光板１０の照射面
（出射面）上に設けられていることが好ましい。さらに、透過率調整部材１３ａ，１３ｂ
は、設計値よりもずれやすい波長６５０ｎｍ～７５０ｎｍの波長域の光の透過率を調整す
るように設定されていることが好ましい。例えば、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、そ
の波長域の光量を３～５％（３％以上５％以下）低減する特性を有する光学多層膜から形
成することができる。これにより、透過率調整部材１３ａ，１３ｂの透過率調整によって
、スペクトル合致度が改善される。
【００７３】
　ところで、図１の擬似太陽光照射装置１００は、各光源に対して１枚のフィルタで構成
された光学フィルタ８，９を備えている。しかし、光学フィルタ８，９は、複数枚のフィ
ルタで構成されていてもよい。例えば、図３は、擬似太陽光照射装置１００における光学
フィルタ９の構成例を示す図である。図３のように、光学フィルタ９が複数枚（図３では
３枚の光学フィルタ９ａ，９ｂ，９ｃ）であれば、より細かな波長帯でのスペクトル調整
が可能となる。従って、より基準太陽光に類似したスペクトル分布有する擬似太陽光を生
成することが可能となる。
【００７４】
【表１】
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【００７５】
　また、表１は、光学フィルタ９ａ，９ｂ，９ｃの透過特性（透過率調整波長域）を示し
ている。ここでは、光学フィルタ９ａの透過率調整波長域が７５０ｎｍ～８５０ｎｍであ
り、波長混合フィルタ７の境界波長７００ｎｍと近い。このため、光学フィルタ９ａの光
学特性のずれが影響して、スペクトルのずれが起こる波長域がハロゲン光源４の用いられ
る波長域で広がる場合がある。この場合、波長６５０ｎｍ～８５０ｎｍの範囲で透過率が
変化し、スペクトル合致度が低下する可能性がある。その結果、透過率調整部材１３ａ，
１３ｂの透過率調整波長域は、６５０ｎｍ～７５０ｎｍより広くなり、この６５０ｎｍ～
８５０ｎｍの範囲の透過率調整によるスペクトル合致度の改善が必要になる。
【００７６】
　一方、図４は、基準太陽光のスペクトルを示すグラフである。図４のように、基準太陽
光は、９５０ｎｍ付近の放射照度が大きく変化（減少）している。このため、光学フィル
タ９ａ，９ｂ，９ｃのうち、光学フィルタ９ｂ（透過率調整波長域：９００ｎｍ～１００
０ｎｍ）については、導光板１０の入射面近傍で、入射角度による透過特性が大きく変化
する。このため、９５０ｎｍ近傍の波長域もスペクトル合致度が大きく変化する傾向にあ
る。
【００７７】
　従って、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、波長混合フィルタ７における境界波長（こ
こでは７００ｎｍ）を含む波長域、および、基準太陽光の放射照度が大きく減少する９５
０ｎｍ付近を含む波長域の少なくとも一方の透過率を調整することが好ましい。これによ
り、特に低下しやすい波長領域のスペクトル合致度を改善することができる。
【００７８】
　このように、擬似太陽光照射装置１００は、透過率調整部材１３ａ，１３ｂによって、
導光板１０から出射後の光の透過率が制御される。ただし、導光板１０から出射後にのみ
透過率制御する場合、導光板１０から出射される光の指向性を完全に制御できるわけでは
ない。このため、出射後の光のスペクトルを制御することは難しい。
【００７９】
　そこで、擬似太陽光照射装置１００は、導光板１０に入射する前に、導光板１０への入
射光の指向性を制御することが好ましい。すなわち、擬似太陽光照射装置１００では、キ
セノン光源１およびハロゲン光源４と、導光板１０との間に、テーパカプラ３，６および
光学フィルタ８，９が配置されている。このため、導光板１０から取り出される光の指向
性が変化しやすい導光板１０の入射端においても、導光板１０への入射時の指向性の変化
は小さくなる。これにより、透過率調整部材１３ａ,１３ｂを配置することで、透過率制
御が可能となる。従って、出射後の光のスペクトルを容易に制御することができる。
【００８０】
　具体的には、上述のように、波長混合フィルタ７の境界波長での周辺波長域６５０ｎｍ
～７５０ｎｍの波長域の光は、スペクトルが設計目標からずれやすい。このため、６５０
ｎｍ～７５０ｎｍの波長域の光の透過率のずれを調整（補正）する透過率調整部材１３ａ
,１３ｂを、導光板１０の入射端付近の導光板１０上に設置する。これにより、光の透過
率が容易に調整できる。その結果、導光板１０の入射端でもスペクトルを制御することが
できる。従って、スペクトル合致度が高い領域を、導光板１０の入射端近傍まで広げるこ
とができる。
【００８１】
　また、擬似太陽光照射装置１００は、透過率調整部材１３ａ，１３ｂへの入射角が０°
（垂直入射）～３０°として設計されていることが好ましい。これにより、導光板１０か
ら出射される光の指向性が制御される。従って、出射後の光のスペクトルを容易に制御す
ることができる。
【００８２】
　なお、擬似太陽光照射装置１００では、透過率調整部材１３ａ，１３ｂが、プリズムシ
ート１２上に配置されている。しかし、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、導光板１０よ



(14) JP 2012-202976 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

り照射面側の上方であれば、この場所以外にどこに配置してもよい。例えば、透過率調整
部材１３ａ，１３ｂは、導光板１０を保護する部材である保護板１４の裏面に貼り付けて
もよい。
【００８３】
　また、プリズムシート１２は、光の屈折効果で、導光板１０の照射面に垂直な照射光の
成分を多く作り出すため、光学フィルタ８，９によりスペクトル分布の高精度の調整が可
能となる。
さらに、図５は、図１の擬似太陽光照射装置１００におけるプリズムシート１２および透
過率調整部材１３ａ，１３ｂの配置状態を示す図である。図５のように、プリズムシート
１２形状は、頂角が６０度となるように設定することが好ましい。これにより、プリズム
シート１２から照射される光は、導光板１０の照射面に対し垂直な方向に向けられる光が
増える。その結果、透過率調整部材１３ａ，１３ｂへの入射光も垂直入射が増えることに
なる。従って、透過率調整部材１３ａ，１３ｂによる透過率制御性も高くなる。
【００８４】
　一方、導光板１０へ入射する光の入射角特性が、３０°前後の成分が多い分布になった
場合、上述の光学フィルタ９ｂ（表１，図３）の透過率変化が急激になる。このため、透
過率調整部材１３ａ，１３ｂによる透過率の角度依存性も大きくなる。その結果、３０°
入射における透過率のずれが大きくなる。この場合、透過率調整部材１３ａ，１３ｂは、
波長混合フィルタ７の境界波長での周辺波長域（６５０ｎｍ～７５０ｎｍの波長域）の透
過率調整を行うことに加えて、波長９５０ｎｍ付近での透過率調整も行うことができるよ
うになっていることが好ましい。図６および図７は、そのような透過率調整部材１３ａ，
１３ｂの構成を示す図である。すなわち、図６は、図１の擬似太陽光照射装置１００にお
ける透過率調整部材２３ａ，２３ｂの具体例を示す上面図である。図７の（ａ）および（
ｂ）は、図６の透過率調整部材２３ａの構成を示す断面図である。
【００８５】
　具体的には、図６のように、透過率調整部材２３ａは、導光板１０近傍のほぼ同一の位
置に、異なる波長域の光の透過率を調整する領域（波長域の異なる透過特性領域）２１ａ
，２１ｂを有している。一方、透過率調整部材２３ｂは、１種類の透過特性領域２１ｃが
異なる波長域の光の透過率を調整するようになっている。透過率調整部材２３ａは、透過
率調整波長範囲の異なる領域２１ａ，２１ｂを、配置用部材であるシリコーンシート２２
上に千鳥状に配置されて形成されている。さらに、図６および図７（ａ）のように、透過
率調整部材２３ａ，２３ｂは、シリコーンシート２２上に設けられていることが好ましい
。シリコーンシート２２は、透過特性の波長依存性が低く、シリコーンシート２２の表面
は粘着性を有している。従って、透過率調整部材２３ａ，２３ｂの透過特性（透過率調整
）を損なうことなく、透過率調整部材を簡便に設置することができる。それゆえ、透過率
調整部材２３ａ，２３ｂを配置する際の利便性も大きく改善することができる。
【００８６】
　また、図７（ｂ）のように、透過率調整部材２３ａは、１対のシリコーンシート２２間
に挟持された構成であってもよい。このように、シリコーンシート２２が透過率調整部材
２３ａを被覆した構造とすることで、透過率調整部材２３ａを保護するとともに、透過率
調整機能（光量の調整機能）を付与することができる。
【００８７】
　以上のように、擬似太陽光照射装置１００は、透過率調整部材１３ａ，１３ｂ，２３ａ
，２３ｂが、導光板１０の照射面から出射される擬似太陽光の一部の波長域の光の透過率
を調整する。これにより、擬似太陽光のスペクトル合致度が、透過率調整部材１３ａ，１
３ｂ，２３ａ，２３ｂによって改善される。従って、スペクトル合致度の高い擬似太陽光
を照射することのできる擬似太陽光照射装置１００を提供することができる。また、擬似
太陽光照射装置１００は、均一な擬似太陽光を太陽電池パネル等の大面積の被照射に照射
することができる。
【００８８】
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　（擬似太陽光照射装置１００の別の形態）
　以下、図８～図１０に基づいて、擬似太陽光照射装置１００の別の形態について説明す
る。なお、以下では、擬似太陽光照射装置１００との相違点を中心に説明し、同一の機能
および作用を示す部材については、同一の符号を付し、説明を省略する。
【００８９】
　図８は、擬似太陽光照射装置１０１の要部構成を示す図である。図９は、図８の擬似太
陽光照射装置１０１に設けられた透明部材２４の配置状態を示す図である。擬似太陽光照
射装置１０１は、擬似太陽光照射装置１００の構成に加えて、導光板１０の下面側に反射
板（反射体）１７を備えている。これにより、導光板１０から照射される擬似太陽光の光
量（照度）をさらに高めることができる。
【００９０】
　具体的には、擬似太陽光照射装置１０１では、導光板１０の照射面とは反対側に、反射
板１７が設けられている。この反射板１７があることで、反射板１７に入射した光は、導
光板１０の照射面に反射される。つまり、導光板１０から光照射側と反対側に出る光が、
反射板１７で反射され、光取り出し部１１により、照射面のほうに戻すことができる。従
って、擬似太陽光照射装置１０１の光量を高めることができる。
【００９１】
　ただし、導光板１０の光入射端部においては、導光板１０から入射し反射板１７で反射
された光と、直接導光板１０から出てくる光（光取り出し部１１で反射された光）との割
合が、他の部分と異なる。これは、反射板１７がＡｌなどの金属単純鏡面から形成されて
いる場合、その金属自体が波長依存性のある反射率を示すことに起因する。波長依存性の
ある反射光が混じると、導光板１０の中央付近で反射板１７の反射光が照射面に戻る割合
と、導光板１０への入射端付近で反射板１７の反射光が照射面に戻る割合とが異なる。そ
の結果、導光板１０の入射端でスペクトル合致度の低下が発生する場合がある。
【００９２】
　具体的には、アルミニウム製の反射板１７を用いた場合、Ａｌ反射特性が波長７５０ｎ
ｍ前後で変化する。すなわち、アルミニウムは短波長（波長３００～７００（ｎｍ）まで
）の反射率は安定して高いためスペクトルのずれは発生しにくいものの、長波長（７００
ｎｍ～８５０ｎｍ）でスペクトルのずれが発生する。つまり、透過率調整部材１３ａ，１
３ｂによる透過率調整すべき波長域が、６５０ｎｍ～８５０ｎｍになりやすいということ
になる。また、アルミニウムは、反射率が劣化しやすい。
【００９３】
　そこで、反射板１７の表面は保護膜で覆われていることが好ましい。例えば、反射板１
７の表面をＳｉＯ２等でコートし、波長依存性を少なくすることが好ましい。例えば、反
射板１７は、透過率調整部材１３ａ，１３ｂによって調整される波長域の反射率変化が５
％以下となっていることが好ましい。これにより、アルミニウムによる反射率の変化の影
響（スペクトルのずれ）を低減することができる。このため、透過率調整部材１３ａ，１
３ｂが透過率調整すべき波長範囲を縮小することができる。つまり、透過率調整部材１３
ａ，１３ｂによる透過率制御についてもさらに微小な調整で対応可能となる。これにより
、擬似太陽光のスペクトル分布が変化することなく、基準太陽光の発光スペクトルに近い
擬似太陽光を生成することが可能となる。
【００９４】
　具体的には、例えば、導光板１０の照射面からの照射光量のうち反射板１７が寄与する
割合が約３０％で、その約３０％のうち、反射板１７の反射率に５％の変動分があるとす
る。約３０％としたのは、照射面の反対側（照射面との対向面側）に、導光板１０に入射
した光の５０％が出て反射板１７に到達した光のうち、約１０％が反射板１７での吸収損
失で減衰、反射板１７で反射され導光板１０を再度通過する際に約１０％が反射損失で減
衰、さらに約１５％が照射面外に蹴られると仮定したためである。この場合、導光板１０
から照射される擬似太陽光のスペクトル変化への影響は、１．５％程度になる。このため
、擬似太陽光のスペクトル合致度が最高性能レベル（例えばＪＩＳ規格におけるＭＳ級）
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±５％に近づいても、反射板１７の影響はスペクトル誤差として許容できる。従って、反
射板１７は、透過率調整部材１３ａ，１３ｂによって調整される波長域の反射率変化が５
％以下となっていることが好ましい。
【００９５】
　このように、反射板１７の表面がＳｉＯ２等の保護膜で覆われている場合、透過率調整
部材１３ａ，１３ｂは、金属膜をそのまま使用する場合（保護膜で覆われていない場合）
よりも、透過率調整率を小さくすることができる。このため、スペクトル合致度の低下が
発生する部分（導光板１０の入射端付近）にだけ、透過率調整部材１３ａ，１３ｂを形成
しスペクトル合致度を改善するようにすればよい。
【００９６】
　なお、擬似太陽光照射装置１００，１０１では、透過率調整部材１３ａ，１３ｂ，２３
ａ，２３ｂを設けることによって、その設置部分で擬似太陽光の照度が大きく低下する場
合がある。そこで、図９のように、透過率調整部材１３ａ，１３ｂ，２３ａ，２３ｂが設
置された部分以外に、照度調整用の透過特性が波長変化に対してほぼ一様な透明部材２４
が配置されていることが好ましい。つまり、導光板１０の照射面上には、透過率調整部材
１３ａ，１３ｂ（２３ａ，２３ｂ）と、透過特性が一様な透明部材２４とが設けられてい
る。これにより、透過率調整部材による擬似太陽光の照度の低下を抑制することができる
。従って、擬似太陽光の照度ムラを低減することができる。
【００９７】
　図１０は、擬似太陽光照射装置１０２の要部構成を示す図である。擬似太陽光照射装置
１０２は、擬似太陽光照射装置１００，１０１における導光板１０が、複数（図１０では
８枚）の導光体４０ａ…４０ｈに分割されている。さらに、各導光体４０ａ…４０ｈの両
端に、透過率調整部材３５ａ…３５ｈ，３６ａ…３５ｈが設けられている。なお、図１０
においては、各導光体４０ａ…４０ｈに対し、図１，図８における光導入部２０，２０ａ
に対応する、複数（図１０では４セット）の光導入部３１ａ～３４ａ，…３１ｈ～３４ｈ
が設けられている。
【００９８】
　大面積に擬似太陽光を照射する場合、各光学素子の個体差の影響でスペクトル合致度も
ばらつく傾向が出る。そこで、擬似太陽光照射装置１０２では、この傾向を抑制するため
に、導光体４０ａ，４０ｂ…４０ｈと、光導入部３１ａ～３４ａ，…３１ｈ～３４ｈとを
複数セット配置して、それぞれを同一の構成としている。さらに、それでも導光体４０ａ
，４０ｂ…４０ｈの入射端近傍では、照射スペクトルがばらつく場合がある。このため、
各導光体４０ａ，４０ｂ…４０ｈに配置されるべき透過率調整部材３５ａ…３５ｈ，３６
ａ…３５ｈの透過特性をそれぞれ独立に設定することが好ましい。もちろん、一部の透過
特性が同一であってもよい。これにより、各導光体４０ａ，４０ｂ…４０ｈの入射端での
スペクトル合致度を高めている。従って、大面積に擬似太陽光を照射した場合でもスペク
トル合致度を高めることができる。このように、擬似太陽光照射装置１０２は、大面積に
、精度良く擬似太陽光を照射するのに有効な構成である。
【００９９】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種
々の変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み
合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　本発明は、太陽電池の検査、測定、および実験に利用できる。また、化粧品、塗料、接
着剤、各種材料の退色および耐光試験にも利用できる。さらに、光触媒の検査および実験
、ならびに自然光を必要とするその他の各種実験にも利用できる。
【符号の説明】
【０１０１】
　　１　キセノン光源（第１の光源）
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　　２　楕円ミラー（指向性制御部，集光素子）
　　３　テーパカプラ（指向性制御部）
　　４　ハロゲン光源（第２の光源）
　　５　楕円ミラー（指向性制御部，集光素子）
　　６　テーパカプラ（指向性制御部）
　　７　波長混合フィルタ（光選択部）
　　８　光学フィルタ（第１の光学フィルタ）
　　９　光学フィルタ（第２の光学フィルタ）
　　９ａ，９ｂ，９ｃ　光学フィルタ（第２の光学フィルタ）
　１０　導光板
　１１　光取り出し部
　１２　プリズムシート
　１３ａ，１３ｂ　透過率調整部材
　１５ａ，１５ｂ　反射板（指向性制御部）
　１６ａ，１６ｂ　反射板（指向性制御部）
　１７　反射板（反射体）
　２１ａ，２１ｂ　領域（光の透過率を調整する領域）
　２１ｃ　透過特性領域（光の透過率を調整する領域）
　２２　シリコーンシート
　２３ａ，２３ｂ　透過率調整部材
　２４　透明部材
　３１ａ～３４ａ，…３１ｈ～３４ｈ　光導入部
　３５ａ～３５ｈ　透過率調整部材
　３６ａ…３５ｈ　透過率調整部材
　４０ａ～４０ｈ　導光体
１００　擬似太陽光照射装置
１０１　擬似太陽光照射装置
１０２　擬似太陽光照射装置
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光を照射する第１の光源と、
　第１の光とは異なる分光分布を有する第２の光を照射する第２の光源と、
　第１の光の透過率を制御する第１の光学フィルタと、
　第２の光の透過率を制御する第２の光学フィルタと、
　第１の光学フィルタおよび第２の光学フィルタによって透過率が制御された第１の光お
よび第２の光が入射され、入射した第１の光および第２の光から選択された光を混合する
ことにより擬似太陽光を出射する光選択部と、
　上記光選択部から出射された擬似太陽光が端部から入射する導光板と、
　上記導光板の端部に入射した擬似太陽光を、上記導光板の照射面に取り出す光取り出し
部とを備えた擬似太陽光照射装置であって、
　上記光取り出し部よりも上記導光板の照射面側に配置され、上記照射面から出射される
擬似太陽光における一部の波長域の光の透過率を調整する透過率調整部材を備え、
　上記透過率調整部材は、上記導光板の照射面における上記端部の近傍に設けられている
ことを特徴とする擬似太陽光照射装置。
【請求項２】
　上記透過率調整部材は、上記光選択部で選択される境界波長を含む波長域、および、波
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長９５０ｎｍを含む波長域の少なくとも一方の透過率を調整することを特徴とする請求項
１に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項３】
　第１の光および第２の光の少なくとも一方が所定の角度で光選択部に入射するように、
第１の光および第２の光の少なくとも一方の光の指向性を制御する指向性制御部を備える
ことを特徴とする請求項１または２に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項４】
　上記指向性制御部は、
　第１の光および第２の光の少なくとも一方を光選択部に入射させ、入射面から出射面に
向かって断面積が徐々に増加するテーパ状導光部材と、
　第１の光および第２の光の少なくとも一方を上記テーパ状導光部材に入射させる集光素
子とからなることを特徴とする請求項３に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項５】
　上記導光板の照射面との対向面側に、上記対向面から出射された擬似太陽光を上記照射
面へ反射する反射体を備え、
　上記反射体は、上記透過率調整部材によって調整される波長域の反射率変化が５％以下
となっていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置
。
【請求項６】
　上記透過率調整部材は、異なる波長域の光の透過率を調整する複数の領域を有すること
を特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項７】
　上記透過率調整部材は、シリコーンシート上に設けられていることを特徴とする請求項
１～５のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項８】
　上記導光板の照射面に、上記透過率調整部材と、透過特性が一様な透明部材とが設けら
れていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
【請求項９】
　上記導光板は、複数の導光体に分割されており、
　上記透過率調整部材は、各導光体に設けられていることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか１項に記載の擬似太陽光照射装置。
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